
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ）
生存期間の不確実性とギフト経済

、國府田桂“・劉慶彬、

，1．イントロダクション

　各主体が親に対する利他性を持つ世代重複

モデルは，－Robert　Barro（1974）の先駆的研究

以来，Abel（1987），　Lait皿er（1988），　Hansson

and　Stuart（1989），　Nishi血ura　and　Zhang（1992，

1993），O℃one皿and　Zeldes（1993），藤生（1999），

Boldrin　and　Jones（2002），　Boldrin，　Nardi，　and

Jones（2005）等によって拡張され，一人口成長．

社会保障，年金等の問題の分析に応用されてき

た．こうした経済では，各主体が利己的で，（親

に対して）利他性を持たない経済とは異なって，

子から親への移転支払い（ギフト）が内生的に

生じるため，親に対する利他性を持つ主体はギ

フト動機を持つ主体とも呼ばれる．しかしなが

ら．Abe1（1987）が主張したように．ギフト動

機を持つ主体からなる経済においても，ギフト

動機が十分に強くないならば，均衡においてギ

フトは発生するとはかぎらない．均衡において

ギフトが正値をとらない世代重複経済は，利他

性のない主体からなる世代重複経済（たとえば

Diamond1964）と変わらない．したがって，ど

のような条件のもとでギフトが正値をとるかを

明らかにすること，すなわち，ギフト動機が有

効である（。perative　gift　motive）ための条件を求

めることは重要である，

　他方，公的年金や私的年金市場（private

market・for’annUities）の役割を検討するためには，

各主体の生存期間が不確実である経済を分析す

ることが不可欠である．各主体の生存期間が不

確実である（ただし利他性は存在しない）モデル

は，Menachem　Yaari（1965）の画期的研究以来，

Hakasson（1969），　Barro　and　Friedman（1977），

Shes1血ISki　and　We三ss　（1981），Abel　（1985，1986），

Eckstein，　Eiqhenbaum，　and　Peled（1985a，1985b）

等によって分析された．特に，Abel（1985）お

よびEckstein　et　al（1985a）は，寿命に不確実

性がある世界では，年金市場が不完全なら，主

体が遺産動機を持たない（子に対する利他性が

ない）場合であっても，親から子への移転支払

いが偶発的遺産（accidental　bequestS）とV｝う形

をとって発生し，それが主体閲の消費，資産

の分布に大きな影響を与えることを明らかにし

た．

　本稿の目的は，Diamondの世代重複モデル

を，ギフト動機を持つと同時に生存期間が不確

実である主体からなるモデルに拡張することで

ある．そのための第一歩として，Abel（1985）

あるいはEckstetn　et　a1（1985）とは反対に，完

全な私的年金市場の存在を仮定し，ギフト動

機がoperativeであるためのAbe1（1987）の

条件はどのように修正されるか（あるいは修正

されないか）を検討し，さらにギフト動機が

operativeである状況のもとでこの経済の定常

均衡，とくに各主体の消費，貯蓄，そしてギフ

トがどうなるかを特徴づける．

　このモデルの分析を通じて明らかになったこ

とは主として次の2点である．1つは，各主体

　1）1月22日の國府田の最終講義のベースになっ

た論文はKoda（2008）であるが，まだ推敲すべき
点が残っており，論文のかたちでの発表は別の機
会にしたい．本稿とKoda（2008）とは互いに密接

に閥連した主題を扱っており，いわばcompanion
paperの関係にある．なお，本研究は国際社会科学

研究科国際開発専攻の平成18年度プロジェクトの

一部であり，劉慶彬はリサーチ・アシスタントし
てこのプロジェクトにかかわった．

「エコノミア」第59巻第1号（2008年5月），5－21頁［Econonria　Vel．　59　No．1（May　2008），　pp、5－21］
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がギフト動機をi持ち，か口生存期間が不確実で’

ある経済では，親が短命である主体と親が長命

である主体の2つのタイプしかないように見え

るが，それは正しくない，ということである．

親の代までどのくらい連続して「長命」が続

いてきたか（家系のヒストリー）によって各主

体の消費者行動（消費，ギフト，貯蓄）は同じ

ではない．Abel（1985）とEckstein　et…al（1985）

が明らかにしたように，・各主体が利他性を持た

ない経済においても，生存期間に不確実性があ

り，かつ年金市場が不完全であれぱ各主体

の消費行動；’したがって定常状態の消費・資

産分布は各主体の家系のヒストリーによって異

なるが，それは年金市場の不完全性のために親

の代までどのくらい連続して「短命」が続い

できたかによoて各主体が受け取る偶発的遺産

の大きさが異なるからである．本稿のように

完全年金市場が仮定されるなら，Abelあるい

iまEckstein　et　alの経済にはそうした現象はあ

らわれない．本稿の，各主体がギフト動機を持…

つ経済では，年金市場は完全であってもてした

がって偶発的遺産は生じないにもかかわらず），’主

体間の消費，ギフト，資産の分布は家系のヒス

ト挙一に依存するのである．

　もう1つは，各主体の消費・ギフトあるいは

糞産（貯蓄）の分布は，成立した（定常）均衡

寮藪学聾仁効率的か，’ ��ｦ的かによって大き

く巽tsることが明らかになったことである．す

なわち．この経済の定常状態においては長命が

連競して憂く蓑挙た家系に生まれた主体ほど親

へのギフ藪隷大きく，糞産轄小さくなるが，1前

書で鎮欝費慧桑さくなるのに難し．後者では逆

董：欝費1ま大き4なる．　一

　蓑下．霧嚢欝で轄．各主捧董まギフ｝動機を持

つ寮；垂喜籍霧仁季薙実燵が存をしない経漬に

つ鋳てレ琶ユーLfギブ捧縫鴬均衡において

韮と嚢るた語の必要かつ手分な条縛（ギフ｝動

霧捧垂鍵罐難であるftめの働ξ｝の条粥が戒立

亨る二とを霧認する．一第蓬欝葦乱纂葺欝のモ

デ纏こ生霧霧籍の不確窒盤を導真しiAbelの

姦誓がそうLた霧箋で善霧立っことを添ず．肇

正節の残りの部分で1は，定常均衡がギフト動機

がoperativeで，かつ動学的に効率的なときの，

消費・ギフト・貯蓄の分布がどのようになるか

を示ず．第狩節は，定常状態が動学的に非効率

的である場合について，消費・ギフト・貯蓄

の分布がどのようになるのかを検討する．第V

節で本稿を締めくくる．

　　　　　　ll．予備的考察

＿一
ｶ存期間に不確実性が存在一しない経済一一一

　生存期間の不確実性を導入する前に：生存期

間に不確実性は存在せず，各主体が2期間生き

る世代重複経済を考えよう．世代rの各消費者

の生涯効用びが

　　U‘三u（c；）＋δiti（cfl　1）＋γu’t＝t　　　　（1）

　　　O＜δ　〈i　’1　，’　’y≧0

で表わさ九かつT＞0のとき，各主体は親に

対する利他性を持つ，一あるいは親に対するギ

フト動機を持つという．ここで，clおよびは，

c㌫それぞれ世代tの主体あf期（若年期），●1

期（老年期）の消費であり∵δは異時点間の割

引ヲァクタ←，Yは親への利他性あるいはギフ

ト動機の大きさを表わすパラヌータである．各

主体が親に対するギフト動機を持つというの’
は，「 ｢代τ主体め生涯効用｝よ　自分の若年期；　L

老年期の消費だけでなく，親（世代t－1）一の効

用V7t－1にも依存しtこうした経済では内生的に

子から親への移転支払い（ギフト）が生じる可

能姓があるからである．なお，u（．）は，・〆〉軌

u”＜0，u’　（e｝＝　c・を満たすとする．

　いま，（封を用いて親（世代r口）の効用

ひ」を求め，それを再び（1）の右辺に代入すると，

ぴ＝・（・1）坤｛・勧＋7｛・（・；二｛）＋dilt（c；－1）］ザぴ一2

を得る．世代オ主体の立場からすると，親の親

（糞代∫」2）の効用ひ2および親の若年期効用

芦（c富｝はすでに決定されているので，（1）に

おいてひを最大化ずることは，

u（el）＋痴（ei。1）＋輌（cl－1）

を最大化することと同鍾である．したがって，



効用関tw　U・を．声（c昌）と7，2ut－2を省略して，

u’＝u（己）＋eiit（cf．1）＋76u（cl－’）
②

ξ書いても一般性を失うことはなV・・Z）．

各主体は，2期目（老年期）の期首にほn≧1

の子供を持つとする．世代τ主体は，若年期に

は1単位の労働を供給し，wの実質賃金を受け
　　　　　　　　　　　　び
取り，それを自らの消費と親（世代t－1〕への

ギフトqtに支出し，残りを貯蓄する、老年期

には退職し，貯蓄∫からの収益Rsと子供た
　　　　　　　　　　　　　　　r＋1　t　　　　　　　　　t
ち（世代t＋1）からのギフトnq，＋，によって老

後の生活を送る．したがって，・．世｛“　itの各消費

者の最大化問題は一．R’：をt期からt＋1期への
　　　　　　　　　t＋1
貯蓄の粗収益率とするどき，予算制約

　　二c：＝叫一σ，一耳　　　一一・　1’　（3）

　　c口＝R、．13｝＋碑，＋1　　　－一・（4）

　　c：－1＝R『s，司’＋net　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5］

のもとで（2）のひを最大化するこ一とである．

1階の条件は　　　　　c　　　　　　　⊥
　　ut（cl）＝：tSl？t＋lu’（c：＋1）　　　　　　　　　　’　　　（6）

　　u　’（c∫　）≧1，／6u　’（cf・　’1）　ただし，　q、＞0

のとき等号で成立　　　　　　　　　．　㈱

で与えられる．Abe1（1987）に従6一て，各主体

は自分の一族L（dynastic－　fatnily）の他のすべての

成員の消費者行動を所与として行動するとす

る，とくに，自分が親に与えるギプトを決定す

るにあたっ．て自分の子供たちからのギフトおよ

び自分の兄弟が親に与えるギフトを所与として

行動するとしよう3〕．

　こゐ経済にはただ一つの財が存在し，この財

の各期の撒産出量は収穫一定の新古典派の生産

関数を通1．）て生産される．生産関数は，労働1

単位あたりの集約形で表すと，貝萄で与えられ

るが，．kは労働1単位あたりの資本で，生産関

数はf＞0，f‘くO，f（O）＝。。に従うとする．資本ス

トック．は生産に僅用されたあと完全に滅耗する

と仮定する．このとき，各競争的企業の利潤最

　2］ただし、厚生分析をする場合は稗（clゴ）＋〆■－2

の部分を無視することはできな・い，

大化条件より

一．－ q，＝R（k）　＝f「（り　　　　SLt　－（8）

　　町一畷文）一叱才「轡　　一一一　　　一（9）一

が成立iづ．一二　　　一三ニ　ー　t　＿一

　均衡条件元＝π視，，を（3）一（の忙代入し．（8），

（9）を用いると，完全予見定常均衡（以下では，

単に定常均衡あるいは定常状態と呼ぷ）におい

ては，　　　　　　　　　　一　一二

　Cl＝碑幻一e－nk　－　　’　　　（10）
一一?Q－　＝　R（k）nk＋ne　　　　　’r－　（11i）

－　uてCl）＝δR（丑：）ult（c2）　　・　　　　　　　　　　　　　（12）

・uC（c且）≧爾蝋¢2泌だし，　q＞0のとき等号で

　成立　　　　　t　　　　　　　　　（13）

を満たさなければならない．ただしCl，　c2，　q，

kはそれぞれcl，ε1．1，q，，krの定常状態における

値である：このとき，』（12）と（13）より一

　R（k）≧yただし，q＞0のどき等号で成立（14）

が成立つ．’@一
　いま，定常均衡においてギフト動機が
operative．すなわち，　q＞0ならば（14）が等

号で｝成立し，　　一．．

　　」～＝R｛iえう＝T　　　・　　　　　・　　“　　　　　　一（15＞

となる．このとき，kは，（8）によってk＝
f　1・．1（R）＝f””（Y）どして一意に決定される．さら

にこれを（10）・（12）に代入すればcl，　c、お

よびgは，それぞれkの関数として一意に決定

される．

　以下では，q＞0が成立するための条件を求

めよう，まず，（3），（4），および（6）より，

　3）この仮定はこの分野では標準的であって，し

ばしばNash　．assumpti。nと呼ばれでいる，これ
に対L．て0’CQnrie11　ap－d　・Zeldes，（1，993）一や藤生

（1999）｝志親と子供たち巴のゲームにおいで親は

St且ckelberg　gameの先溝者C逐次手番ゲームの先

手番）差一Lで得動雫きることに注i貝し，サ亨ゲー

±罐全均．璽を塞め憲うとする．同様なアプローチ
は1壷t亘｛ミr　（19壁｝〉一，　Ha塁SSQn　a旦d　StUart　（1989）　に

よって邉採用さ荘ている、ま’た，一本稿の仮定は，1

入の晃簾たち寮親窒めギワトを決定するにあたっ

て独立的に緋摘力的に｝行動することを意味す
るが識らが協力的に行動するなら．1階の条件（の

の右辺は蹄f’碕“1）ではなく．癖韓閣’L）とな6．Abel

（1987）およびBoldr㎞and　Jon《｝s　（2002）を見よ．
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定常状態においては
　u’（w一ζヨF－s）＝δRu’（Rs＋n召）・　　　　　　　　　　　　（16）

を得る．次の結果はスタンダードな結果である

が（たとえばDe　La　Croix　and　Michel　20q2，12ペー

ジを参照）．補題のかたちで示Lておこう．一

　補題1w，q，およびRを所与としたとき，（16）

を満たすsは一意に存在し，

　　　s　＝　s［vvny－q，　ng，　R］　　　　　　　・

と書くことができる．（貯蓄）関数S（．）は連続

微分可能で，かつ0＜81＜1，S，〈Oが成立つ・た

だし，S．．はSの匡番目の変数に関する偏導関数
　　　1
を表わしている．

貯蓄関数S（一）のこれらの性質と定常均衡におい

てはsunk　hS成り立つことを用いると，

　　q＞0⇔8［．rv（k）i）沢（k）］＞nk　　　　　　　　　（17）

が成立することがわかる．ここで，Weil（1987）

に従って，次の2つの仮定をおこう．

仮定1　G（持≡3［w（k）　，O　，R（k）］－nkと定義す

るとき，G〈k）＝Oに正の解はただ一つ存在する．

仮定2．G（勾＝0の正の一意解をだと書くと，

関数ぱ」は次の条件を満たす．すなわち，

が成立する，

k∈（α局のとき

k＝kのとき

k＞kのとき

　（1〕（したがって（2））において，γeである（親

に対する利他性が存在しない〕経済をDiamond

（S965）経済と呼ぷとき，仮定1はDiamo皿d経

済において資本ス｝’rクが正値をとる定常均衡

が一霊に存在し，仮定2はその定常状態が局地

釣に安定であることを保証している．

　これらの仮定のもとで次の命題が成立する．

　命題丁盤樋198カ、ギフトが定常状態にお

睦て正値をとる（g＞O｝ための必要かつ十分

な条件は

　　γ＞A

である．ここで，RはDiamond経済の定常
状態における資本の粗収益率，すなわち．・

表＝R（n）である．

　証明q＞0としよう．（i7）および仮定1，

2rよりk〈£　ところが，この事実と（15）より，

γ＝R（k）＝f（k）〉子（k）＝R（k）＝」Q．逆に，γ〉盆としよ

う．式14）よ’り，f（k）＝R（k）≧γ＞R＝R（k）＝f（k）．　よっ

て，k＜£　したがっ．て，仮定1，2，そして（17）

により，g＞0となる．

　ギフト動機の強さを表わすパラメータγの値

はユより小さいと仮定されることがあるが（た

とえばO’Conne皿and安ldes　1993），Abel（1987）

が指摘しているように，γの値をとcくにそのよ

うに限定しなければならない強い根拠があるわ

けではない．命題1によって，親に対する利他

性が十分大きく，γ＞Rならば定常状態にお

いてギフトは正値を示し，命題1および（15＞

より，R＝γ＞R，したがってDiamond経済の定

常均衡とは異なる定常状態が支配するが，逆に，

親に対する利他性が小さく，γ≦Rならばこ

の経済の定常均衡はq＝Oで成立し，（17）、およ

び仮定1よりk＝』と，Dialnond経済と同じ定

常状態が支配する．

皿．生存期間に不確実性が存在する経済

　以上の議論を各主体の寿命あるいは生存期間

が不確実である世界に拡張することを考えよ

う．Abel（1985）に従って，各主体は1期間（若

年期）だけ生きるか，それとも2期聞（若年期

と老年期の両期間）を生きるかのいずれかであ

るとし，主体が1期間しか生きないとき，「短

命」と呼ぴ，2期間生きるとき，「長命」と呼

ぶことにしようtいま，すべての主体はある共

通の確率Pで短命である（若年期末に死亡する）

とし，このことはすべての主体にとって共有の

情報であるが若年期が終了するまでは．各主

体の生存期間が短いか，ftYiかは，本人を含あ



て誰にも知り得ないとしよう．また，世代tの

各主体には，短命であるか，長命であるかにか

かわらず，t＋1期の期首にはπ≧1の子供が生

｝まれると仮定しよう．いま，各主体は．親の代

までノ代にわたって連続して長命であったとき，

タイプノに属すると呼ぶことにする．したがっ

て，タイプ0（の主体）は親が短命、タイプ1

は親が長命，親の親は短命，タイプ2は親と親

の親とが長命，親の親の親は短命．等々であり，

」∈｛O，1，2，．．．｝である．各世代において長命のk

体の割合（確率）は1－pであるから、各世代

を構成するタイプノ主体の割合はp（1－pyで与

えられることになる．世代t，タイプノの主体

の期待生涯効用は

Eぴω一
o1：：i：；ll：霊1：i：：1　，　1，S。（。f．i，1；耀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）

で与えられる．（18）は，（2）から導かれる期

待効用であるが，・世代t主体の老年期の効用は

状態依存的で，長命なら6u（cf＋1）であり，短命

なら，恒等的にゼロであると仮定されている．

したがって，t期（の期首）の情報の下では，

世代t主体が老年期を生きる確率は1－pである

から，世代t主体の期待生涯効用は（18）の右

辺で示されるようになる．注1意すべきことは，

タイプノ≧1主体の場合に．は、親が生きている

ので，親の老年期の効用が世代t主体の期待生

涯効用に寄与するのに対して，タイプ0主体の

場合は，自分が生まれたときには親はすでに亡

くなつているので，親の老年期の効用（恒等的

にゼロ）・は世代tの期待生涯効用には寄与しな

いことである．

　以下では，完全な私的年金市場（complete

private　annuity　markets）が存在すると仮定しよ

う．この仮定によって，Abe1（1985）あるいは

Eckstein　et　al（1985）によって分析されたよう

な偶発的遺産が発生する可能性は排除され，各

主体の初期保有量は家系のヒストリーには依

存せず，若年期に与えられた労働1単位だけ

になる．完全な年金市場あるとき，各世代t消

費者は貯蓄を全額年金に投資し，t＋1期には

鑑≡綱収益を得ることに漣民

夕

各主体の効用最大化問題を考えると，以下のよ

うになる4｝．

　世代t，タイプゴ≧1主体は期待生涯効用

Eぴ（」）＝u［clω］＋αUtcl．1（」）］＋βu［cj”’　Cj－1）］

を予算制約　　　　　　　　　　　『

ci（」）＝w，一召，ω一∫，（」）

cl．1（」）＝・R二18t（j）＋nq，＋1（」＋1）

、cl－1（j－1）＝R『∫、．1（ノー－1）＋nqt（」）

のもとで最大化する．ここで，α≡（1－p）δ＜1，

β≡γδ＞oであり，また各（選択）変数の括弧

内のj，j－1あるいはj＋1はそれらの変数を選

択する主体のタイプを表わLている．ある主体

の1タイプがノ≧1であれば1主体の親のタイプ

はノー1である．主体ノ≧0の子供のタイプは，

主体が長命であるなら，ノ＋1であり，主体が

・短命であるなら，0となる．

　一方，世代t，タイプ0主体は

　　　Eぴ（0）＝u［cl（0）］＋α況臥1（0）］

を予算制約

　　　cl（0）＝〃，－St（0）

cf．1（0）＝R二1x，（0）＋nq、．1（1）

のもとで最大化する．タイプ0主体は，意思決

定をするとき，親はすでに亡くなっているので，

効用関数は親の老年期の効用に依存することは

なく，したがって親へのギフトはもちろん存在

しない．

　世代τ主体の効用最大化の1階の条件は，タ

イプj≧0については

　4）年金会社はr期に若年世代から貯蓄を集める

と，最終財企業に投資し，持1期には貯蓄1単位
あたりR，、1の粗収益を稼ぎ，全額を老年期まで生き

残った（すなわち，長命の）主体に彼らの貯蓄額
に比例して配分する．



　　uVc；（j）］＝α鷺μτc∴1（ノ）］

さらに，タイプ」≧1については，

　　〆［己（」）］≧β況’【cl．1（」－1）］ただし，　q，（j）＞0

のと．き等式で成立

で与えられる．一方，生産側についてはタイプ

に依存しないので，いぜん⑧，（9）が成立つ．

の匡番目の変数に関する偏導関数を表わしてい

る．

　証明　（25）の導出は補題1のそれとまった

く同様であり，（25）を（20）に代入すれば；（26）

を得る1関tw　C（．）の性質は関数S（．）の性質か

ら直ちに従う．

　以下では，前節と同様，定常状態に分析の焦

点を合わせるので輌前節の記号法に従って，定

常状態におけるタイプ」≧0主体の若年期消費，

老年期消費，貯蓄，ギフトを，それぞin．　Ci（力，

c．（ノ），s（ノ），　g（ノ）と書き，タイプに依存しない一

人当たり資本，賃金，資本粗収益率，年金市場

粗収益率の定常均衡値を，それぞれ疋，w，，R，　Ra

で表わそう．したがって，定常状態においては，

タイヵ≧0主体については
　　ut［c1（ノ）］：＝6！IRauTc2（j）］　　　　　　　　　　（19）

　　Cl（」）＝：w一壁（」）－s（j）　　　　　　　　　　　（20）

　　c2（ノ）＝Ras（、ノ）十nq（j十1）　　　　　　　　（21）

が成立ち，タイプノ≧1主体に対してはさらに

　u　｛Ci（ゴ）］≧βHTc2（j－1）】ただし，　q（」）＞0

のとき等式で成立　　　　　　　　　　（22）

が成立つ．また，（8），（9）は，定常状態にお

いては

　　R＝R（k）＝ft（k）　　　　　　　　　　　　　　　　（23）

　　w＝w（k）＝f（k）一］efr（k）　　　　　　　　　（24）

となる．

　（19）一（21）より，補題1と同様の補題が成

立する．

　補題2　w，q（ノ），およびR・を所与としたとき，

（19）一（21）を満たすs（ノ），c、（ノ）は，すべての

」≧0について
s（j）＝3［w＿q（」），n望（ブ十1），Ra］　　　　（25）

Cl（」）＝：C［w＿q（」），　nq（ノ十1），　Rα］　　　　（26）

によって与えられる．ただし，q（0）＝－Oである．

貯蓄関数S（．）は補題1の関数S（．）と同様の性

質を持ち．連続微分可能で，0＜S，＜1，かつ

S2＜0であり，若年期の消費関数C（」は，連続

微分可能で0＜Ciく工，かつC2＜0である．

ただし．srCおよびCiは．それぞれ8およびC

　（25）を用いると，定常均衡においては，

Σpa－P）」5［w㈹一a（ゴ），nq（」＋ユ），R°㈹］ヲ此

i＝e

（27）

が成立つことに注意すると，前節の（17）は，

ヨ∫≧1，q（ゴ）＞0　⇔　、∫［wω，0，R血㈹］≧ηえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（28）

と書き換えられる．．いま，前節の仮定1，仮定

2の関数G（．）を

　G㈹≡S「［w（k），O，　Ra（k）］一一nk

と定義し直そう．ただ1し，関数S（．）は

補題2で定義された貯蓄関数であり、．
R“（k）≡R㈹JG一必である．以下では，この

G（．）に対して前節の仮定1と2が成立つと仮

定する．

　この経済の定常均衡は，（19）一（25）および（27）

を満たすk＞0およびe（ノ）≧OJ　＝o，1　，2，．L D．で

ある．定常均衡は，すべての」≧0に対して

q（ノ）＝0一が成立つとき，、Diamond　ff済に成立す

る定常均衡と相等しいので，Diam皿d定常均

衡と呼ぶことにしよう．すると，仮定1によっ
　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

てG㈹＝0は一一：uePt　E＞0を持つから，　k＝k

t．g（」）＝0□＝0，1，2，，．．とおくと，以下で示す

ように，これが求めるDiamond定常均衡であ

る．では，こうした定常均衡はどのような状

況のもとで存在するのだろうか．次の補題は

Diamond定常均衡がこの経済に存在するため

の必要十分条件を与えている．

　補題3　q（ノ）＝0，ノ＝0，1，2，＿となる定常均衡

（Diamond定常均衡）は，γ，s　Rのとき，かつそ

のときにかぎり，存在する．

　証明　いま，q（ノ）＝0，ノ＝・0，1，2，＿としよう．

すると，（27）および仮定1より，k＝Eを得る．



これを（23）と（24）に代入するこ．とによって，

それぞれ，k＝kのときの，資本収益率および

賃金

　　R　＝　R（k）≡呈’㈹

　．11＞＝w（k）≡f（k）一げ’㈹

を得る．さらに，これらを補題2の（25）と（26）

に代入すると，このときの各主体の貯蓄と若年

期消費は，

　王（j）　F　S［）i＞，　O，　’Ra］≡王　　」＝0，1，膓＿

　己（i）．一一r　C［W，　O，　Ra］≡6i　j＝α1，21＿

　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　Aとなることがわかる．・ただし，Ra≡Rl（1－p）

である．最後に，老年期消ee　6，（ゴ）は、（21）

を用いて

　　　己2（ノ）＝Rロ冨≡≡6，　　　　　　j＝0」1，2，＿

で与えられる．k＝元および哩（」）’＝0，

」＝』0，1，2，．．．が当該経済の定常均衡であるために

は，k＝2およびq（力＝0，」＝0，12，，．．，したがっ

て，R≡R，　w＝W，　Cl（力三宙1，　c2（力＝6ゴそして

s（j．）＝Sが（19）一（25）および（27）を満たす

ことが必要かつ十分である．ところが，これら

が（19）一（21），r（23）一（25），および（27）を

満たすことはすでに示されているので，（22）

を満たすための必要かつ十分な条件を求めれ
ばよい．：いま，cI（」）・＝　6t，　c2（」）＝c2（ノ」1）＝ら

およびR・＝Rノ（1－P）を（19）および（22）に

代入したあと，（22）の両辺を（19）で除しt．

α＝（1rP）δおよびβ＝γδに注意すると．求め

る結果

　　　1≧fi（1三P）＝4

　　　　　αR　　　R

を得る．

　次の命題2は，命題1の，各主体の生存期間

が不確実であるが，完全な年金市場が存在する

場合への拡張であるが，補題3から直ちに導か

れる．

　命題2　生存期間が不確実であるとき，亮全

な年金市場が存在する経済においては，Y＞k

のとき，かつそのときにかぎり，ギフトは定常

状態において正値をとる．

　　　　　　A　証明Y＞Rのとき，9（j）＝O，V∫≧0と

（矛盾に導くために）しよう．しかし，後者が成

立つのは，補題3によってγ≦Rのとき｝こか

ぎるから，，矛盾．逆に，γ≦Rのとき，あるj

≧1について頃力＞0が成立つとしてみよう．

しかし，補題3によって前者が成立つtとき，

9（j）＝．0∀「≧0でなければならないから，矛

盾．よって．求め渇結果を得る．’

　したがって，生存期間’に不確実性が存在す

る場合も，yの値が十分に大きいときには，ギ

フト動機は（定常状態において）operativeであ

ることが示された，逆に，γの値が小さいど

きには，（ギフト動機を持たない経済に成立する）

Diamond定常均衡が支配することがわかった
（補題3）．

　以下，補題4は，ギフト動機がoperativeで

ある場合とない場合を資本蓄積，’資本収益率お

よび賃金について比較している．ギフト動機が

operativeな場合には，各主体の賃金所得の一

部は，自らによって消費されるだけでなく，ギ

フトとして親に移転され，親によっても消費さ

れるために，（ギフト動機がoperativeでない場合

とくらべて）貯蓄は小さく，資本の蓄積はそれ

だけ低くなる．したがって，資本の収益率は高

く，賃金所得は低くなるのである．

　また，命題2は，ギフト動機が十分に強い経

済では少なくともあるタイプの主体のギフトは

正の値をとることを明らかにしているが，タ

イプj’＝Oを除くすべてのタイプの主体のギフ

トが正値をとるかどうかについては答えていな

い．補題5（c）はこの問いに解答を与え，命

題2の条件が満たされ，かつ内生的に決定され

る資本の粗収益率Rがγ以下である経済につ

いては，親が生きている主体の，親へのギフト

は，タイプにかかわらず，かならず正値をとる

ことを主張している．

補題4γ＞kとしよう、このとき定常均衡

においては，

　（a）k＞蓋



盈

1（b）R＞違　　　　　　　　：　　　1’．

　闇　w＞ψ　　　、　　　　　　　　　’　　1

が成立つ．　　　””

　証明　（a）あるiz　1、についてq（j）≧0で

あるから，（29），仮定1，仮定2より直ちに導

かれる．

　（b）（a）より直ちに従う．すなわち，

R　＝　R（k）　＝　f　’（k）〉τ’（商＝R（‘）＝艮

　（c）（a）およびw㈹＝f（k）一ザ’（勾が疋の増

加関数である一事実から直ちに従b’．

補題5この経済の定常均衡は．γ＞Aで，

かつγ≧Rならば，以下の条件を満たさなけれ

ばならない．すなわち，

　（a）γ≧R＞A

　（b）　　Cl（0）≧Cl（1）≧Cl（2）≧＿≧＿

　　　c2（0）≧c，　（1）1≧c2（2）≧一．≧＿

ただし，（a）においてγ＞Rならば厳密な不
等号が成立ち，CI（。e）＝c2（。。）＝0である、

　（c）　q（0）＝O、q（ノ）＞0ヤ穿≧1

　証明　（a）冒頭の仮定，命題2，および補題』

4（b）より直ちに従う．

　（b）（19），（22）．およびγ≧Rより，すべ

てのノ≧1に対して

u　｛c・　（j）］≧2Zl≧1

u　lc，　（j－1）］　R
（29a）

　　　　u　Ilci（j）］≧ヱ≧1「　　　（29b）

　　　u　Tc2（ノー1｝］　R

utt＜0に注意すると，（29a），（29b）より，す

べての」≧1に対して

Cl（」）≦¢ハ（」－1）

c2（∫）≦e2（ノー1）

（3ea）

（30b）

が成立ち．（b）の前半部分が示された．ただ

し，（3ea），（30b）の不等号は，γ＞Rなら

ば，（29a｝，（29b）の最後の不等号が厳密な

不等号で成立つからf厳密な不等号が成立す

そ．さらに，γ＞RならぱγノR＞1であるか

ら．（29a）および（29b）より，」→coのとき，

ut mb1（」）］およびu’［c2（ノ）］は無限大に発散し；一

したがってtul（0）＝。。を用いると，求める結

果c，（。。）＝c2（。。）＝0を得る．

　（c）（20），（21）をそれぞれ（30a），（30b）

に代入し，整理すると，すべてのノ’≧1に対し

て　　　　　　　　　　一　　一

　　n［q（j＋1）－9（ノ）］≦R・9　［s（」・－1）－s（ノ）］

　　　　　　　　　　≦R“　［q（」）一召（ノー1）］（31）

を得る・、なお’（31）の不等式も，γ＞Rのと

き厳密な不等式で成立つことはもちろんであ

る．いま，q（力＞0∀ノ≧1・を（背理法で）示

すために，ある」≧1についてq（の＝0を仮定

し，匡＝1π∫η｛」≧1：9（j）＝O｝と’おく．2つの

場合について検討する．i＞1の場合と匡＝1の

場合である1前者については，（31）において

」訂とおき，q（i）・＝0，99（i－1）＞0、を代入する

と

　　tnq（i＋1）≦－Rqg（i－1）〈0　　，　　　t一

となり，q（i＋1）≧0に矛盾する．後者の場合は，

（31）’においてゴ＝1とおき，q（1）＝9（0）圭Oに

注意し，、これらを代入すると，　nq（2）≦0を得る．

しかし，すべてのギフトは非負でなければなら

ないから，哩（2）＝0．この操作をすべそのj≧2

に対して繰り返すと（帰納法）tすべてのノ≧0

に対してq（」）＝0となる．しかしながら，命題

2によって，γ＞kならば，少なくともあるノ≧

1についてはq（刀＞0であるという事実に矛盾
する．

　いま，定常状態にある経済を考えよう．タイ

プゴ≧0主体の予算制約は，（20）および（21）

を用いて

Cl（」）＋宰＋9（」）＝w＋☆（j＋1）

と書き換えられる．この式からgV＋h），

h＝1，2，＿を順次消去していくと，

　暑［Cl（ノ＋h）＋ら緩み）］監）h＋q（」日

　　de

＝w
求i÷）占輌・一（昔）N＋1・9（ノ＋N＋1）

（32）

（33）・

を得る．（33）は，タイプノ主体かち出発する



一族（dynastic　family）の現在から無限の将来に

わたる予算制約を表わ1している．（33）の両辺

の無限級数は，n／R・ζ1のときにかぎって意味

を持つが，このとき，（33）の右辺の第2項が

正の値をとると，一族による，「いわゆるPo皿zi－

gameが成立することになる．　Ponzi－gameが成

立しないためには，この項は非正でなければな

らないが，すべてのギフトは非負だから，結局，

すべてのノ≧1について

　　liM・N・ee（そ）欄9（ノ＋N＋1）一・（34）

が必要である．この条件を課したとき，いうま

でもなく，一族の総支出の現在価値は一族の総

　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　に等しくなる．賃金所得の現在価値
　　　　　　　　　1－n／Ra

　以下では，定常均衡においてn／Ra＜1が成

立する経済を考え，次の2つの仮定をおく．

仮定3　定常状態においてR＞（1・－P）nな

らば．一（34）が成立する．

　仮定4　定常状態においてR＞（1－P）nが

成立する．

　もちろん，R＞（1－IP）nのとき，ギフト列

q（j）が上に有界であればt（34）は自動的に満

たされ，仮定3は成立するが，逆は真ではな

い．したがって，（34）は頃力の有界性よりも

弱い条件である．また，前節で分析した生存

期間に不確実性が存在しない経済は本節の経

済の特殊な場合（すなわちp＝Oの場合）であ

るが，その場合はタイプ0は存在せず，すべ

ての主体がただ1つの長命のタイプに退化し，

q（ノ）＝9，∀∫≧1となるので，n＜R“　（＝R）な

らば，（34）は満たされるから，仮定3が成立つ．

仮定3と前節の分析とは完全に整合的である．

仮定4に関しては，Rは内生的に決定される変

数であるから，もちろん，任意に与えられた

パラメータのもとで成立した定常均衡が仮定4

を満たしているという保証はない．けれども，

たとえば，Diamond経済が動学的に効率的で，

かつ命題2の条件が満たされる（当該経済のギ

フ1ト動機がop　crativ豊である）なら目ζ仮定4は

満たされるので，仮定4を満たす経済は空集合

ではない．仮定4が満たされるような経済に集

申することは，そうした経済では仮定3が成立

するので，各主体の消費，ギフト，貯蓄（資産）

の行動の分析が比較的容易になるという利点が

ある．仮定4は，R＞nとR≦刑のいずれとも

整合的であるから，仮定4によって動学的に非

効率的な均衡の可能性が直ちに排除されるわけ

ではない．にもかかわらず，仮定4は，前節で

分析した経済に適用すると，Y＝R＞n（命題1

を参照）となり，前節のモデルに対しては動学

的に非効率な定常状態の可能性を完全に排除し

ているという意味で強い仮定であることに変わ

りはない．

　以下では，命題2の条件が満たされる経済

を考えよう．補題3の結果を用いると，命題

2と仮定4とが整合的であるようなR，R，（1

－p）n，およびTの（定常均衡における）組み

合わせは潜在的には以下の5つの可能性があ

る．すなわち，（i）R＞（1－p）π≧γ＞R，聞

R≧γ〉（1－P）n≧R，㈹R≧γ＞R＞（1－P）n，

㈹γ＞R＞（1－P）n≧R，（v）7＞R＞」R＞（1－P）n

である．

　しかしながら，次の補題が示すように，これ

らのケースの中で，｛i）一伍）のパターンを示す定

常均衡は存在しない．以下ではまずこの事実を

証明しよう．

　補題6　（i）R＞（1－P）n≧γ＞k，あるいは

㈹R≧7＞（1－P）n≧R，あるいは

価｝R≧γ＞R＞（1－p）nとなる定常均衡は存在し

ない1

　証明　以下では，上記のような条件を満た

す定常均衡が存在すると仮定すると，矛盾

に導かれることを示そ’う．まず，いずれの

場合も、γ〉盆であるかち，命題2によって，

あるゴ≧1に対してe（ノ）2eとなる．いま，

h＝min｛j≧1：q（ゴ）＞0｝とおくと，　q（h）…≧0

より（22）はゴ＝hのとき等式で成立し，（19）
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を用いると，

　　　況恒陶］＝況Tc・陶工主亙≦1・

　　ulC1（み一丑）］　　　　　　　　　u　’［c2（h’－1）］　R

を得る・ようて，u”gOに注意すると，

　　　c1（h）壱…c1（h－－1）　　　　　　　　　　　　　　　　（35a）

　　　c2（h）≧C2（h－1）　　　　　　　　　　　　　　　（35b）1

となる．（20）と（21）をそれぞれ（35a），（35b）

に代入し，整理すると，

一　一nlq（h＋1）一哩（h）］≧R”［s（h“1）－s（h）］

　　　　　　　　　≧R五［召（h）－q（h－1）］　　　（36）

を得る．q（h）＞0かつq（h－1）＝0に注意すると，

不等式（36）の最右辺は正，したがうて

　　　q（h＋1）＞q（h）＞0・

となる．数学的帰納法によって，すべての」≧

hに対して

　　　q（ノ）＞0

が成立つ・よって．不等式（34）はすべてのノ

xhに対して厳密な不等号で成立ちt．

　I　　n［q（1＋1）－q（Dl＞Ra［s（「－1）－s（「）］

　　　　　　　　　＞Ra［哩（1）一｛『⑰一1）］　　　　　（37）

よって

　　　ゼ⑰＋1）一¢（ノ）〉（Ra／n）［q（ノ）一召（ノー1）］　．

を得る・4｛　h－一　1）＝0に注意してこの不等式を

解くと

　　　　1－〃項一丘
　4（ノ）＞　　　　　　　　q（h）　Vj’≧h＋1　　　　　　　（38）
』　　　　1一λ

となる．ここで，λ≡亙＝　R　＞ユである．

　　　　　　　　　n　（1－p）n

（38）の両辺のノを」＋N＋1で置き換えたあと，

両辺にλas＋；）を乗じ，．」V→。。とすると．

等籔棚＋N＋・）≧一搭ω〉・・

となtl　，仮定3の（34）式に矛盾する．よって，

田一（茄）を示す定常均衡は存在しない一．

　以上より，y＞衰のとき．仮定4と整合的な

定常均衡は，上記の（iv）あるいは（v）のケー

ス以外にはあり得ないことになる．これに注意

してこの経済の（仮定4と整合的な）定常状態

を特徴づけると次のようになる．

lim　i．，　”・　q（ノ）＝

汲奄s・：i－”1一π／R・「－1〃＞O

　　　liM　i→・e　s（ノ）＝青くo‘1・

を得る．　　　　　　　　、

　（d）補題5の証明において示したよ・うに，

不等式（31）

　命題3、生存期1間が不確実であると一き，完全

な年金市場が存在する経済の定常状態は，γ〉良

および仮定4が成立っとき，次のように特徴づ

けられる。すなわち，

　（a／　γ＞R＞R　’・：　　　　　　・一　、，

　（b）q，（0）＞c1ω〉・，②〉∴＞CI（・・）＝O

　　　c2（0）＞lc2（1）＞c2（2）〉＿＞c2（oo）＝＿O

　（e）O＝9（0）＜4（1）’〈q②＜．．．＜q（。。）＝wl（1－1／λ）

　（d）・（0）＞s（1）〉…＞s（。。）＝醐一1μ）．

ただし，λ≡Rノ（1－p）n＞1，q（co）＝va／（1－11Z）＞0，

s（。。）＝w∫（1」ユ）〈0である．　…　　、　P

　証明　（a）補題5より，γ＞Rのと己仮定
4と整合的なγ，＆急および（1㍉ρ）nの間の関係

は，上記のケース（iv）一あるいは（v）以外に

はあり得ない，したがロてγ＞R＞Aでなけれ

ばならない．　　　　　　　　　∵　　、

　（b）γ〉盆，かっγ＞Rであるから，補題5の前

提条件を満たすので，補題5が成立ち．求める

結果を得る．

　（c）（33）と（34）より；すべてのノ≧0に

対して

・（ノ＋1）－9（」）＝
ﾃ［ら（ゴ＋h）＋ら漂）］（昔）1

一亙［・1（j＋1＋h）＋c2（」三吉）］（計

・8｛［・1（∫＋丑）－Ci（」＋1＋力）］＋［c・（ノナ迩）一・・（j＋1＋h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ra’）］｝尉㎡

が成立つから，（C）は，（b）の結果より（最

後の部分を除いて）直ちに従う．一方，（2e），

および（21）より，Ct（」）＝卸一qO’）－s（j），

c2（刀＝是5（ノ）＋nq（」＋工）であるが，（b）の結果

より，Cl（力とc2（ノ）はいずれもOに収束するの

で，この事実を用い1ると，

　　　　　　　Raw　　　w　　　　ψ



n［q（ノ＋1）－q（j）］＜』～三［s．（jT’1）一ぷ（1）］．sRf［e（j）－

q（j－1｝］がすべての」≧1について（この場合

厳密な不等号で）・成立つから，’（c）の結果を用

いると、すべてのブ≧1に対して　・

’　s（j－1）＞s（」）　　．　　　．　コ

を直ちに得る．また，rS（。・）＝w（1一λ）＜0とな

ることはすでに見た．

　この命題によって，ギフト動機が十分大き

く，かつR＞（1－p）nが成立する経済では，親

が生きている主体は，ダイプにかかわらず，」親

へのギフトはかならず正値をとる（親へのギフ

ト動機がoperativeである）ことがあきらかになっ

た（命題3（c）一）．長命が長く続いてきた家系に

生まれた主体ほどt大きいギフトを親に与える

が，それは自らの若年期の消費を削減し，貯蓄

を縮小すること一によって可能になる．そ．Lて貯

蓄の縮小は，自分の子供たちからのさらに大き

なギフトによって十分に補填されないかぎり，

老年期の消費を小さくする．こうして長命が長

く続いた家系に生まれた主体ほど，若年期なら

びに老年期の消費，貯蓄（資産保有）はいずれ

もが小さくなる．タイプjが非常に大きい値を

とる主体を考えると．消費はほとんどゼロ，貯

蓄は負（年金市場からの負債）とな1る．年金市

場からの負債は，主体が長命の場合には老年期

に自分の子供たちからのギフトによって返済さ

れる（この主体が短命の場合には債務不履行にな

る）5｝．したがって，主体自身の生涯消費水準

Cl（j）＋c2（」）1Raは，長命が長く続いてきた家系

に生まれた主体（jの値が高い主体）ほど低く

なるという一見すると逆説的な結果を得るが，

もちろん，効用で測った経済状態が悪化すると

いう意味ではない．この主体の家系は長命が長

く続いてきたという事実によってtこの主体の

期待効用Eぴ（力を構成する，自分の消費以外

がかかわる部分，γひ一］（j－1）がjの値が大きい

ほど，大きい値をとるからである．この点を別

の角度から見てみよう、すでに（32）で見たよ

うに，各主体はRa，　w，　q（i＋1）を所与として

1∫

：　Cl（」）＋‘ﾉ）＋q（」）…π4繋1）

という予算制約に直面レているが，タイプjの

値の高い主体ほど，子供たちからのギフトna

（」＋1）が大きくなり，上の式の右辺で示される

wealthの値は高くなる．したがって，見かけ

とは反対に，高いタイプの値を持つ主体ほど効

用で測った経済状態は改善するのである．高い

タイプの値を持つ主体が，低いタイプの値を持

つ主体にくらべて，自らの若年期および老年期

のより低い消費と親に対するより高いギフトを

選択するとしても，そうすることが当該主体に

とって最適な行動であり，逆の行動（より高い

自らの消費とより低い親へのギフト）に比べてよ

り高い効用をもたらすかちにほかならない．－

　　　　　　　IV．残された問題

　前節では，経済（の定常状態）が仮定4を満

たすとき，定常状態，は命題3で示されるような

特徴が見られることを明：らかにした．へすでに指

摘したように，Diamond経済が動学的に効率

的で命題2の条件が満たされる経済，すなわち，

γ＞k＞ηが成立つ経済ではかならず仮定4は

満た．されるが‘逆に命題2の条件は満たして

も，Diamond経済が動学的に非効率的な経済，

たとえば，n＞γ｝丘が成立つような経済では，

仮定4は満たされないかもしれない．では，定

常均衡が仮定4を満たさない場合，すなわち，

R≦（1－P）nとなる経済では，上の結果はどのよ

うに修正されるだろうか．本節ではこの問題を

検討してみよう，　　　　　　一　　　　．

　定常均衡がγ＞Rでt’かつR≦（1－p）nとい

う条件を満たすとすれば，補題4を考慮すると，

そうした定常状態におけるγ，R，」｝，および（1－－

p）nの間の関係は

　5）R・とRの差pR　1（1　一・　p）は主体が短命であった

場合に生ずる債務不履行リスクに対するリスク■1

プレミアムである．若年期に年金市場から借り入

れた主体は長命だった場合にはリスク・プレミア
ム分だけ市場利子率より高い利子率で返済する　1’

とになる．
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ωγ≧（i三P）n＞R＞k・

｛丘）（1－、ρ）n＞γ≧R＞k，伍｝（1－P方1＝R＝γ〉良，

㈲　（1－p）n≧1～〉γ＞kのいずれかでなければ

ならない．しかし，次の結果が示すように，定

常状態が田あるいほ樹を示すような可能性は存

在Lない．　　　・

　補題7　（i）γ≧（1－P）n＞R＞昆あるいは㈲

　　　　　　　　A（1　－p）n＞γ≧R》Rとなる定常均衡は存在しな

い．

　証明　補題5を証明したときと同じように，

（i），㈹を満たす定常均衡が存在すると仮定する

と，矛盾に導かれることを示そう．｛i｝，㈲のい

ずれのケースも，補題4の前提を満たしている

ので補題5（c）が成立つ．したがって（29a），

（29b）においてそれぞれの不等式の最初の不

等号はいずれも等号で成立ち，かつγ≧Rであ

るから，すべてのノ已について

　　　u’｛ct（ゴ）L．三顕ノ）Lヱ≧1　t－

　　u　｛Ci（j－1）］　　u　lc2（ゴー－1）］　　R　・　　　（39）

が成立つ．よって　　　　．　　1

　－n　［q（ノ＋1）－q（ノ）］≦Ra［s（」－1）－s（」）1・・　’

　　　　　　一　　　　≦R’a［q（j）L4（1∫－1）］　　（40）

を得る．炉ま，匡＝min｛ノ＞1：g（」）≦g（」－1）｝

とLよう．£＝。。ならば，（40）よりq（」＋1）≦

g（ノ）が成り立ち，帰納法を用いるとiすべて

の」≧fについてg（i－　1）≦頃」）が成立つ．すな

わち，ギフ｝系列g（」〉はすべての」封に対し

て単調減少である．ところがe（ノ）は下に有

界であるからsある非負値に収束する．このと

き．（4g）より貯蓄系列5臼）はゴ≧iにおいて単

講に増加し，ある有限値に奴束する，しかしな

がら1〈39）によって・1（」）＝w一σ胡一・ωと

c2〈li）＝盈蟹」ハ＋㎎臼＋1）はいずれも0に収束す

るか（7＞Rのとき）．あるいはそれぞれある

非負Pt　Cl｛　oe），　el（0σ）に収束するか（γ＝Rのと

き）のいずれかである．これらの事実を用いて，

展∫）のノ→coのときの極限値を言†算すると，

R＜＜董一ア）n　（｛ンたカ｛って1…≡1～／（1－p）π＜1）

に蓬嚢Lてf‘

　　　　　　R”Cl（。。）＋c2（。）一一Raw
liM　，J→．。・q（」）r

　　　　　　　　、n－．Ra
　　．　　＝Ci（e°1＋c・（°°yRニーw＜o　　T

　　　　　　　　1〃－1
となって矛盾．よ亨てt匡＝。。としよう．この

場合は，藪力＞g（」－1），∀」≧1が成立しなけ

ればならないが，（40）を用いると，

　　　　　　　　1＿丑」
　　　　　σ（ノ）≦τ㌃召（1）・w≧1

を得る．すなわち，単調増加系列一q（力は，

　　　　　q（｝）≦晋

と上に有界であり，したがってq（j）はある正

の有限値に収束しなければならない．しかしな

’がら，この事実は，i〈。。め場合と同じ理由に

よって，矛盾に導かれるi

　以上のように，γ〉盆というギフトが正値を

とる条件を満たし，かつR≦（1－p）nとなる定

常均衡が存在するとすれぱR，員，γ，’ぼ一p）n

の間の関係は、㈹（1－P）n魂＝γ＞R．あるい

は㈹（1－p）n≧R＞γ〉食となるようなものでな

けれぱならない．このとき，定常状態がどめよ

うなものになるか検討してみよう．

　まず，圃のゲースは，補題5の条件を満たす

ので，消費の分布が

　　el（j）＝Cl・c2（」　）　＝　c、，∀ノ≧10

（41）L　　　　　　　　、：

となるこどは直ちにわかる．このとき（31）が

等式で成立ち，かつλ＝R・／n＝1に注意すると，

ギフトの分布は，

4（ノ＋1）一籔ノ）＝　S（」－1）一一s（ノ）＝q（ノ）一・q（j－1）

∀ゴ≧1

を満たさなけれぼならない．q（0）；0に注意し

て，これを解くと

　　q（」）＝ノ｛『（1）　　　　　　　　∀ノ≧0　　　　　　　　（42）

を得る．このとき，貯蓄の分布は，もちろん，（20）

より

　　sO’）＝w－Cl－一ノ9（1）’一　∀」≧0

で与えられる．したがって，

　　0＝9（0）＜q（1）＜＿＜9（c・）＝。。

　　s（0）＞s（1）〉＿＞s（co）＝－co

（43）’



と，家系のタイプが進行するとともに，ギフト

の値は増大しt無限大に発散するとともに，貯

蓄は減少し，負の無限大に発散する．

　〒方，ケース㈹においては，γ／R＜1を満た

すので，（19）および（22）、より

　　　　　　・徊（ノ）］＞2二く1

　　　　　　u　｛Ci（」－1）］－R

　　　　　　μTらσ）】〉ヱ＜1

　　　　　　叶c2（」－1）］－R

が成立つ．ただし，両不等式の最初の（弱い）

不等号は，q（力＞0のときいずれも等号で成立

つ．いま，h＝min｛j≧1：q（ノ）＞0｝とおくと，

補題6，を証明したときとまったく同様に進め

て，

　　　q（ノ）＞0，∀ノ≧h

となることがわかる．したがって，上の2つの

不等式（の最初の部分）は等式として成立つから，

Cl（」）およびc2（ノ）は」≧みについて単調に増加

し，」→。・のとき無限大に発散する．すなわち，

ギフト分布が

　　0＝q（0）＝＿＝q（h－1）＜q（h）＜＿＜q（。。）

となることはすでに補題6の証明において見た

が，これに注意すると，消費および貯蓄の分布

は

Cl（0）＝…＝Cl（h－2）くCl（h－1）く・1㈲＜…くc・（°°）＝°°

c2（0）＝．一一＝二c，　（h－2，くCz（カー1）くc2（み）く・一＜c2（“コ）＝oo

s（0）＝＿＝s（h－2）＞s（h－1）＞s（h）〉＿＞s（。。〕

となる．この事実から，Cl（ゴ）＝w－e（カー∫（ハ

c．（」）＝R・5（力＋nq（ゴ＋1）はいずれも無限大に発

散するので，q（。。）は無限大に発散し，　s（。。）は

負の無限大に発散することがわかる．

　なお，消費・貯蓄系列（の前半部分）が上

記のようになることについては，補題2を用い

るのが手っ取り早い．一まず，q（O）＝＿＝q（h　・－

1）＝0＜q（h）に注意すると，

Cl（」）＝C（w，O」Rロ）＜C［w，－n4（力），、Ra］＝Cl（h－1），　j＝0，＿，’1－2

s（」）＝S（，“，O，　R「t）＞S［w，　nq（h）、Ra］＝s｛h－1），」＝α．．．　h－2

を得る．また，s（力がノ＝h－1，h，h＋1，．．．に対

して上記のようになることについては，q（h－1）

＜q（h）　．〈…＜q（。・）に注意すると・

s（力＝51［w－q（」），nq（ノ＋1），Rα］

　　〉・∫［uノーq（ゴ＋1），η4・（」＋2），Rロ］＝s（ゴ＋1）
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から直ち｝『わかる．また，c2（」）の前半部分に

ついては，c2（ノ）’＝：．Ras（」）inq（」＋1）および上の

結果よりc，（　O）＝．．．〒c，（h－2）．は明らかである

から，c，（　h－2）＜c2（h－1）を示せばよい．いま，

タイプj主体の生涯予算制約（32）を
Cl（」）＋c2（ノ）／Ra＝w＋nq（」＋1）／Ra－q（ノ）

と書くと，タイプ（h－1）主体のwealth（上の

式の右辺）はw＋nq（h）∫Ra，タイプ（hr2）主

体のwealthはwで，タイプ（h－1）主体のほ

うがnq（ゐ）／Raだけ大きい．ところが，各主体

の若年期消費と老年期消費に対する選好（効用

関数）は同一で，しかも上級財であるから，利

子率が同一のときt両財の消費はwealthが大’

きいほど，大きくなる．よって求める結果が得

られる．

　命題3と比較すると，圃および㈹のケースに

特徴的なことは2つある．1つは，主体のタイ

プ（のインデックス）が大きくなると，親に対

するギフトが拡大し，貯蓄が縮小することは命

題3の結果と同じであるが，ギフトは正の無限

大に，貯蓄は負の無限大に発散する点で異なる．

2つは，タイプの値が大きくなるにつれて，㈹

のケースでは，消費は増大し，しかも限りなく

太きくなることである（ただし，㈹のケースで

消費は一定）．すなわち，長命が続いてきた家系

に生まれた主体ほど，自らのために大きな消費

を行うとともに，親に対しても大きなギフトを

与えるが，それを可能にするのは将来自分の子

供たちから得られると期待されるさらに大きな

ギフトとそれを見越した年金市場からの大きな

借り入れ（負の貯蓄）である．

　なお，各主体の消費，ギフトあるいは貯蓄

がノ→。・のとき発散することは，かならずし

も資源制約あるいはmarket　clearingと矛盾す

るわけではない．最後に，この点を少しコメン

トしておこう．いま．｛iv）の下でのc1（i）．　C2（」），

q（」），あるいはs（j）系列が定常均衡だとすると，

これらが無限大（あるいは負の無限大）に発散

しても、



Is

　　エ　　　　　　　　　”　　　「

c、＝ΣP（ユーPソ・、（i），i・＝’1，2

　　ご

ロ＝ΣP（1ゴソq（ゴ）

　　㌘

8＝ΣP（1－Pソ・（ゴ）

　」＝1

の右辺め無限級数は，それぞれ左辺の正の有限

値C，，ρ、Sに収束し，　market　clea血g　条件

　　　　　Cl＋｛i－P）ガlc皇＋nk　＝f㈹

　　　　　c，　＋’e＋浪＝w

　　　　　3＝疎　　　　　　　　一

が成立つ・ただし，Ciは（若年世代の）’一人あ

たり若年期消費，C．は全員が長生きした場合

の一人あたり老年期消費，ρは一入あたりギフ

ト，そしてSは一人あたり貯蓄であるff｝．以上

のごとぱ；ノ→。・』のとき，c，（v）は無限大に発

散しても，・タイプj主体の若年世代全体「（ある

いは平均）の消費である’p（1－p）’e，（」）はゼロに

収束する（ギプトおよび貯蓄系列も同様）ことを

意味し，経済全体の予算制約（資源制約）ある

いはmarket　clearing条件に反することにはなr

らない．この点は価｝のケースにおいては明らか

である．（41）を用いると，ユ人あたりの若年

期あるいは老年期消費、は　　　’

　　c，＝ΣP（1－P）jCi（」）＝Ci，　i＝L2

　　　　ゴ＝o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

と，収束する．一人あたり貯蓄は一人あたりギ

フトが収束するならば収束すゐことは（42）と

（43）rの関係から直ちにわかる．一人あたりギ

フト（無限級数）は

　　e＝ΣP（レPソ望（」）＝ΣP（1－P）b’q（1）’

　　　　jS　　　　　　　　　　　J＝1
　　＝P（1－p）e（1）£」（1－P）」一，＝1二ae（1）

　　　　　　　　」＝I　　　　　　　P
と収束するので．一人あたり貯蓄も収束し．

　　　　　　5＝w一らよヱロ（1）’

として与えられる．

最後に，ギフト動機がoperativeである場合に

ついて，第IV節で検討した内容を第nl節の分

祈（命題3に要約されている）と比較するために，

一一 ﾂの命題のかたちにまとめておこう．　　∴

　命題4　生存期聞が不確実であるとき，完全

な年金市場が存在する経済め定鴬状態は．γ＞R

が成立つとき，次のよ亨に特徴づけられる．ず

なわち，　　　　－1．　　・r

｛i）γ〉（1－p）nzk，．あるいはP＞k＞（1－P）n

のとき　　　　　一nT　．一

　’（a｝γ＞R＞（1“P）n≧富あるいはγ＞R＞k

　　　1＞（1－－P）n・　　　　　’　　　　　．　li・

｛b）1Ciゆ＞Ci（1）＞c，（－2）〉…＞Cl（。。）±o

　　　c2（0）＞cコ（1）＞Ci（2）〉＿〉弓（oo）＝0

　｛c｝　0＝q（O）＜a（1）＜q（2）＜＿＜q（co）　’

　　　　　　　w
　　　　1－（1－P）n／R

　’（d）　s（0）＞s（工）＞s（2）〉．．．＞s】；（oo）　、

　一＝i－R∫晋う）n．＜o

（li）（1rρ）n＝γ〉食のとき　　　　∵’

（a）（1・－P）n＝R＝γ＞R　　　’
　（b）c［（」）＝CI，　c2（」）＝c2ノ＝O’，1．2，．．．

　（c）　0＝召（0）＜σ（1）＜q（2）＜．．．＜召（oo）＝oo　　　L

　（d）　s（0）＞s（1）＞s（2）〉．．．＞s（oo）＝一・co

（i正）（1－p）n＞ア〉］R：のとき

｛・｝（1－P）n≧R＝7＞ft
（b）　c1（0）＝…＝・，（h・2）＜・1（h－1）＜Ct（h）＜．．．〈Ct（・・）di）

　　c、（o）≒…＝・，（h－2）＜・、（h一工）＜・，㈹く．一¢，（・σ）＝。。

　（c）O＝q（0）＝1・．　t9（h－1）＜q（h）＜＿＜9（。・）＝。。

　（d）s（0）＝．．i－＝s（h－1）＞s（h）〉＿＞s（co）＝一・co

ただし，h＝inin｛ノ≧1：q（ノ）＞0｝である．

　すでに見たように，命題4の（i）の環境と圃の

環境とでは，定常状態において成立する利子率

　6）各世代において，老年世代は若年世代のn－1

の割合しか存在せず，しかも老年期まで生き残る

のは1rPの割合しかいないから，第1式の左辺の
第2項は若年世代1人あたウで測らた（老年期ま
で生き残った）老年世代の消費を表わして1いる．

第2式は予算制約（20）を若年世代全体について
集計した式であり，第2式の下では第1式と第3
式は同値である．



と消費の分布バターンに大きな違いがある．前

者の環境のもとでは、利子率はγ＞R＞（1－p）n

が成立し，t各主体の消費（若年期ならびに老年

期）は長命が連続して続いた家系に生まれた主

体（高いノの値を持つ主体）ほど低くなるのに対

し，後者の環境においては，利子率は（1－P）n

≧R＞γ＞ftが成立し，高いナの値を持つ主体ほ

ど消費は高くなる．すでに述べたように，、いず

れの場合も高い」の値を持つ主体ほど，経済厚

生は高くなるがT消費のパターンにこのような

違いが出る背景を少し別な角度から考えてみよ
う．

　いま，各主体の生涯予算制約を表わす（32）

式を　　　　　　’一一

駒）＋宰＝w＋÷㍑1）叫（」）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（44）

と書き換えよう．nロ（ノ＋1）ノq（j）がタイプノ

主体にとってのギフトの「粗収益率」を意味す

ることに注意すると，右辺の第2項は，ギフト

の「超過収益」（ギフトの粗収益がギフFを親

に与える代わりに年金市場で運用するとしたとき

に得られる粗収益を超える部分）の（若年期で見た）

現在価値を表わしている．この式より，各主体

の生涯消費水準1（の現在価値）が賃金所得より

大きくなるのは，ギフトの収益率が年金の収益

率より大きい（ギフトの超過収益が正である）と

き，また生涯消費水準が」の値が大きいほど高

くなるのは，ギフトの超過収益がjの値ととも

に大きくなるとき，かつそのときにかぎること

がわかる．すでに見たように，高い」の値を持

つ主体ほど，親に対して大きなギフトを与える

から，q（ノ＋1）∫q（力＞1が成立つ．したがっ

て，Ra≦n，すなわち，　R≦（1－P）nならば，

ギフトの収益率のほうが年金市場の収益率より

も高く，したがって，ギフトの超過収益は正で

あり，生涯消費は賃金所得を超えることになる、

さらにア＜R≦（1－P）nならぱ，ギフトの超

過収益は高いプの値を持つ主体ほど高くなる．

逆に，Ra＞n，すなわち，　R＞（1－P）nの場

合には，ゴが十分大きい値をとるとき，（34）

によってe（」＋1）1σ（」）はRαノnよりも小さ

い値をとるので，ギフトの超過収益は負，しか

も負の程度はjの値とともに拡大し，消費水準

はゴの値が大きくなるにつれて0に向かって低

下することになる．臨界的なケー一・一ス，すなわち，

γ＝R＝（1－p）nの場合には，（42）1を（44）の

右辺に代入し，Ra＝R／（1－p）＝nに注意すると，

（44）式は

　　　Cl（」）＋c2（j）∫n＝w＋q（1）

となる．ギフトの超過収益、は主体のタイプには

依存せず、つねにq（1）に等しく，生涯消費水

準もタイプにかかわらず一定である．こめ事

実はすでに求めた消費についての結果÷命題5

（iib）あるいは（41）一と一…一致する．消費がタ

イプにかかわらず一定値をとるのはこの特殊の

場合だけである7〕．

V．結論

　本稿を結ぶにあたって，上で強調してきたこ

とを繰り返しておきたいiこの経済には，親が

短命である主体と親が長命である主体の，2つ

のタ．イブの主体しか存在しなvAまうに見えるか

もしれないが，そうではない．命題4が示すよ

うに，親の代まで連続してどのくらい長命が続

いてきたかによって各主体の「状態」，あるい

は消費者行動（消費，ギフト，貯蓄）は異なる

からである．親が短命である主体と親が長命で

ある主体の間には効用関数に違いがあるので，

消費者行動に違いがあっても驚くにはあたらな

い．しかし，主体の親が長命であり，したがっ

て効用関数が同じであっても，親の代までどの

くらい長命が続いてきたかによって，主体の行

動が異なるのはなぜだろうか．各主体は，自分

の生涯効用を最大化するため，自分の若年期の

　7）p＞0の場合についてである．p＝O（第II節
の経済）の場合は，そもそもタイプは存在せず，（44）

においてR・＝R，ej）　＝（i＋1）　＝9とおくと。ギフ

トの超過収益が正となるのは，11＞Rのとき，かつ

そのときにかぎることがわかる．



消費の限界効用と親の老年期の消費の（割引さ

れた）限界効用を・等しくするように自らの消費

と親へのギフトの配分を決定する．各主体によ・

る親へのギフ，トは．親の老年期の資産所得．（親

が自分の若年期に行bた貯蓄の元利合計）が大き

いほど，小さくなる．では，親の貯蓄の違いを

決定するのは何だろうか．これを見るために，

主体の親の代までの長命が1代しか続いていな

い場合（親の親は短命．すなわち，親のタイプは0，

当該主体のタイプは1の場合）と主体の親まで2

代連続して長命の場合（すなわち，親のタイプ

は1，当該主体のタイプは2）の場合を比較して

みよう．前者の場合は，親が親の親へ与えるギ

フトはゼロ，したがって親の賃金所得は自分の

若年期消費を除いてすべて自分の老後の’ために

貯蓄されるのに対し，後者の場合は，親の親が

長命なのでt親の貯蓄は，（消費が前者の親．と

同じなら）親の親に与えるギフトの分だけ前者

の親よりも小さくなる．このように，家系にお

いて親の代まで連続して長命が続く家系に生ま

れた主体ほど（すなわち，タイプゴの値が大き

い主体ほど），親の貯蓄は小さく，それだけ親

に与えるギフトを大きくする誘因が存在するこ

とになる．

　このように，親に対してギフト動機を持ち1

生存期間に不確実性がある主体からなる経済で

はt各主体が利己的で，生存期間に不確実性を

持つAbel（1985）ある・いはEckstein　et　al（1985）

の経済とは異なって，完備した年金市場が存在

しても，各主体の消費あるいはギフト行動は家

系のヒストリーに依存するのである．
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